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《業 種 別 総 括 》 

                            30年 8月 

〔漁 業〕 

・ 8月の総水揚げは､漁獲量・漁獲金額ともに前年を上回った｡漁獲量では､広尾地区､浦河地区で

イワシの水揚げが大幅に増加｡漁獲金額も広尾地区のイワシ漁が大幅に増加し､漁獲量､漁獲金

額増加の要因となった｡また､夏イカも浦河､様似地区でまとまった量の水揚げがあった｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ ｢サマープレミアムセール｣(日高軽種馬農協主催)1歳馬の競り市が20日に開かれ､144頭を売却｡

売却総額は17億3,383万円､売却率は77.42％｡ 

・ ｢サマーセール｣(日高軽種馬農協主催)1歳馬の競り市が21～24日まで開かれ､850頭を売却｡売

却総額は前年比12億4,567万円減の42億1,632万円､売却率は69.90％｡ 

〔建設〕 

･ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は2億6,300万円で､前年を2億5,500万円下回った｡ 

・日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は22億2,200万円で前年を4億400万円下回った｡ 

・月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､6件で前年を7件下回った。 

〔卸・小売業・飲食業〕 

･ 浦河町の夏の風物詩として知られている夏イカの店頭販売が22日から鮮魚店で始まった｡町内の

鮮魚店では､市場の競りで仕入れた発泡スチロール20～30匹入りのイカ90箱を店頭に積み上げ､

夏イカの販売を知った通行者が､午前中から車を止めて買い求めていた｡ 

･ 浦河町内のイチゴ農家と養蜂者らで作る浦河特産品開発サークルは､夏イチゴの｢すずあかね｣

と｢ハチミツ｣を使った氷菓子｢浦河のこだわり･贅沢いちごシャーベット｣と､｢すずあかね｣をふ

んだんに使ったイチゴソースと｢すずあかね｣と｢ハスカップ｣を混ぜたフルーツソース2種類を

商品化し販売している｡ 

〔観光・その他〕 

・｢第30回十勝港海上花火大会｣が4日開かれた｡来場者数は1万8千人｡7千発の花火が打上げられた｡ 

・｢第48回アポイの火まつり｣が4､5日に開かれた｡来場者数は2日間で2万1千人｡ 

・｢第56回浦河港まつり｣が11､12日に開かれた｡来場者数は2日間で2万人｡ 

・｢第12回新ひだか夏まつり｣の静内川花火大会が12日､三石漁港花火大会が15日開かれた｡来場者 

数は､静内1万8千人｡三石2千人｡ 

・｢第45回えりもの灯台まつり｣が14～16日に開かれた｡来場者数は2万1千人｡ 

〔雇 用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は前年に比べ､浦河地区は下回り、全道では上回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)､町発注工事は前年を下回ってい

る｡また､前月比でも､国･道発注工事､町発注工事は大幅に減少､国･道発注工事主体になってお

り､中小企業は厳しさが増している｡漁業は､漁獲量･漁獲金額ともに前年比増加している｡広尾､

浦河でイワシが､浦河､様似でイカが大量に水揚げされ､漁獲量･漁獲金額の増加要因となってい

る｡観光シーズンを迎え小売業･サービス業は各地域の夏祭りや花火大会等に観光客や帰省客が

来場し､各地区小売店も賑わいを見せた｡個人消費も上向き､地区内景況は､総体的に回復感が窺

えた｡ 
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〔沿岸漁業〕秋サケ､カレイ､タコ､ツブ漁等｡〔沖合い漁業〕サンマ､イワシ､イカ漁等｡ 

      総漁獲量 5,271㌧・金額 8億100万円(前年同月比4,361㌧増・2億300万円増) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

タコ漁……………… 

カレイ漁…………… 

ツブ漁……………… 

メヌケ漁…………… 

タラ・スケソウ漁･･･ 

昆 布……………… 

キンキ漁…………… 

定置網漁…………… 

サンマ漁…………… 

イワシ漁…………… 

イカ漁……………… 

その他……………… 

122ｔ ・  91百万円 

27ｔ ・  23百万円 

160ｔ ・ 163百万円 

2ｔ ・   1百万円 

3ｔ ・   1百万円 

88ｔ ・ 151百万円 

4ｔ ・   6百万円 

123ｔ ・  76百万円 

88ｔ ・  37百万円

4,263ｔ ・ 108百万円 

240ｔ ・ 118百万円 

151ｔ ・  26百万円 

(前年同月比   4ｔ減 ・ 20百万円増) 

(前年同月比   30ｔ減 ・  6百万円減) 

(前年同月比  130ｔ減 ・ 17百万円減) 

(前年同月比     2ｔ増 ・  1百万円増) 

(前年同月比   2ｔ増 ・    増減なし) 

(前年同月比   7ｔ増 ・ 21百万円増) 

(前年同月比   4ｔ減 ・  5百万円減) 

(前年同月比   47ｔ増 ・ 11百万円増) 

(前年同月比   32ｔ増 ・   9百万円増) 

(前年同月比 4,263ｔ増 ・ 108百万円増) 

(前年同月比   217ｔ増 ・ 107百万円増) 

(前年同月比   41ｔ減 ・ 46百万円減) 

 

・ 8月の総水揚は､漁獲量は前年を4,361㌧上回り､漁獲金額は2億300万円上回った｡漁獲量では､

イワシ､イカ漁が大幅な増加となり､ツブ漁が大幅に減少した｡漁獲金額は､イワシ､イカ漁で

大幅に増加している｡広尾地区ではイワシが大量に水揚げされ､浦河地区でも水揚があった｡

イカは浦河､様似地区で大量に水揚げされ､漁獲量､漁獲額の増加要因となっている｡ 

・浦河沖の夏イカ漁が徐々に本格化している｡8月17日には外来船を含め9隻が操業し､900箱を超

える水揚げがあった｡8月20日には､浦河･様似両港で町内外の計101隻が今季最高の87㌧を水揚

げ､港は活気づいた｡日高中央漁協(浦河)管内では今季のイカ漁は9日に浦河沖で始まった｡記

録的不良だった昨年に比べて19日早く､20日までに91㌧が水揚げされた｡漁船は道南や東北の

外来船が9割｡浦河港では､荷揚げを待つ漁船の列ができ､乗組員が次々とイカの入った箱を降

ろした｡この日は生食用46㌧､加工用10㌧があがり､最も量が多かった1箱25匹入りが2,200円前

後で競り落とされた｡イカ漁は近年､全国的な不漁で､同漁協の昨年度の水揚げも前年度比7割

減の225㌧だった｡同漁協は､魚体も徐々に大きくなり量も十分｡9月末まで続いてほしいと話し

ている｡ 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

･ サラブレッド1歳馬の夏の競り市が20日､静内の北海道市場で開催された｡初日は､｢サマープレミ

アムセール｣が始めて実施され､144頭が落札された｡売却総額は17億3,383万円､売却率は77.42％｡ 

 ｢サマーセール｣は21～24日の開催｡4日間で､850頭が落札された｡売却総額は前年を12億4,567万

円下回る42億1,632万円､売却率は69.9％｡購買者登録者数は前年より99人多い1,076人だった｡ 

･ ホッカイドウ競馬が開催されている門別競馬場で16日､第11レースの｢第30回ブリーダーズゴー

ルドカップ(統一ＧⅢ)｣の発売金額が4億8,223万円となり､1競走あたりのレコードを大幅に更新

した｡さらに同日の発売金額が9億3,950万円となり､同競馬場における1日のレコードも大幅に更

新した｡この日は､女性向けイベント｢シュエット･ジュマン フェスティバル｣も実施され､競馬

場には681台の車両で1,465人の入場があった｡ 

 

〔農 業〕 

･ 日高振興局が発表した8月15日現在の農作物生育状況は､牧草は一番草の刈り遅れの影響を受け､ 

水稲も低温や日照不足で登熟は停滞し､両作物とも生育は遅れている｡８月上･中旬の天候は曇天 

が続き､全般的に気温､降水量､日照時間ともに平年並みに推移した｡水稲の生育は平年より４日 

遅れ｡牧草の二番草の刈り取り作業の進捗率は３%で平年より２日遅れとなっている｡ 

･ 6～7月の天候不順により､道産野菜が値上がりしている｡長雨や日照不足で生育状況が悪く､出荷 

量が減っているため｡猛暑も野菜の品質悪化を招いており､高値と品薄は8月いっぱい続くとみら 

れる｡ 

 

〔花き栽培〕 

･ 8月の花き出荷実績は､114万9千本､金額1億3,874万円(前年121万8千本､1億3,711万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額は､22億2,200万円(北海道建設業信用保証㈱の保証 

請負金額)｡前年同月比4億400万円減少した｡ 

 

〔町発注工事・建築確認申請〕 
  工 事 件 数 金     額 （百万円） 

確認申請件数 
  土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 6 0 0 6 60 0 0 60 5 

浦 河 町 7 2 6 15 77 36 8 121 1 

様 似 町 0 0 3 3 0 0 10 10 0 

えりも町 2 0 0 2 30 0 0 30 0 

広 尾 町 1 1 1 3 11 22 9 42 0 

計 16 3 10 29 178 58 27 263 6 

･ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は29件､2億6,300万円となった(前年同月41件､5億1,800

万円)｡工事発注状況をみると､前年同月比件数で12件下回り､金額は2億5,500万円下回った｡ 

･ 月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は6件で､前年を7件下回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が919㌧(前年900㌧)で前年比2.1％の増加｡ 

出荷金額は1,640万円(同1,494万円)で前年比9.7％増加｡ 

 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材等は建築業者からの注文で前年並みで推移している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・本州の長雨､低温の影響で生育不良となり､野菜･果物類の価格は､前年より高値での取引とな

っている｡地場産では､新冠町のピーマン､新ひだか町のミニトマト､浦河･様似町の夏イチゴ

の出荷が本格化し､順調に出荷されている｡ 

 

〔小売業・飲食業〕 

・高級ホテルなどの予約サイト｢一休コム｣による宿泊施設などの評価ランキング調査で､新ひだ

か町静内東別の｢日高オーベルジュ ナチュラルリゾート･ハイジア｣が道内1位に初めて選ば

れた｡楽天主催の別の人気調査でも既に1位に輝いており､うれしいＷ受賞となった｡サイト運

営会社一休(東京)の調査は､国内を北海道から沖縄まで五つに分け､｢旅館｣や｢ビジネスホテル｣

など4部門で上位を毎年発表している｡ハイジアは｢リゾートホテル｣部門で､宿泊した客の口コ

ミ6項目の得点を5点満点に換算したところ､総合得点4.85を獲得｡｢接客･サービス｣と｢食事｣

の評価が特に高かった｡ハイジアは緑豊かな丘陵地に立ち､周辺の自然環境も大きな売り｡国内

はもちろん､香港や韓国などアジアの富裕層らも多く訪れる｡日高産の短角牛や新鮮な魚介類

などを使い､フランス料理を基本にイタリア料理と融合させた創作料理が評価された｡ 

 

〔観光・その他〕 

・日高振興局は平成29年度の日高管内観光の入込客数をまとめた｡管内7町の合計は前年度比2.1%

増の168万7,700人(前年165万2,300人)で､7町のうち様似町だけが減少した｡全体で道外客は減

少したものの､道内客が増え､宿泊客も前年度を上回った｡29年度実績は､道外客は前年比2.6%減

の32万800人(前年度32万9,400人)で全体の19%｡道内客は3.3%増の136万6,900人(同132万2,900

人)｡町別入込は､日高町が前年度比0.9%増の36万7,600人｡平取町は6.7%増の22万700人｡新冠町

は4.0%増の36万6,000人｡新ひだか町は2.0%増の31万9,600人｡浦河町は1.6%増の13万6,800人｡え

りも町は1.5%増の17万2,400人となった｡一方､様似町は､前年度比7.1%減の10万4,600人と大き

く落ち込んでいる｡ 

・日高管内の7町を周って町を代表する観光施設のスタンプを集めると5,000円～1,000円の特産

品が抽選で53人に当たる｢ひだかの魅力発見！スタンプラリー｣が9月30日まで行われている｡｢優

駿日高道オールひだか魅力発信キャンペーン町実行委員会｣の主催｡各町の施設は日高町の門別

競馬場やとねっこの湯､びらとり温泉ゆから､新冠温泉レ･コードの湯､新ひだか町観光情報セン

ターぽっぽ､道の駅みついし､浦河観光協会､優駿ビレッジアエル､様似町アポイ岳ジオパークビ

ジターセンター､えりも町森と湖の里ふれ愛館など全21施設｡ 
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〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額はゼロ(同ゼロ)｡ 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は18件(前年同月16件)､負債総額は15億6千万円(同22億2千万円)､倒産件数

は前月と同数､前年比2件の増加となった｡               （東京商工リサーチ） 

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は694件(前年同月639件)､負債総額は1,212億6千万円(同923億7千万円)｡ 

倒産件数は前月比8件減少､前年比で55件増加した｡ 

〔雇   用〕 

・ 8月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.82倍で前年比0.10ポイント下降､前月比では0.04ポイ

ント上昇した。有効求人数は1,144人で前年比8人減少､前月比では35人増加した｡有効求職者

数は629人で前年比28人増加､前月比で5人増加した｡全道の月間有効求人倍率は1.18倍で前年

比0.08ポイント上昇した｡ 

 
 
 
 
管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

  
  8／ 5   第10回 レパードステークス                   （ＧⅢ） 
       グ リ ム 号            (新ひだか町 服部牧場 殿生産） 
  
  8／12  第23回 エルムステークス                    （ＧⅢ） 
       ハイランドピーク 号      （日高町 ㈲エスティファーム 殿生産） 
  
    8／19  第53回 北 九 州 記 念                   （ＧⅢ） 
       アレスバローズ 号          （日高町 ヤナガワ牧場 殿生産） 
                      
    8／25  第20回 新潟ジャンプステークス               （Ｊ･ＧⅢ） 
       タイセイドリーム 号        （新ひだか町 千代田牧場 殿生産） 
                      
 
2017年度日高管内７町公共事業 3割増の133億円執行 
                          

                                     （金額･単位百万円） 

  日高管内7町の2017年度公共事業執行状況がまとまっ 
  た｡執行総額は132億7,700万円となり､前年度に比べ27 
  億1,800万円､25.7%増加｡災害復旧や大規模建築事業 
  が相次いだことが要因となっている｡最も執行額が大 

きかったのは平取町で､39億3,700万円。国保病院の建 
設費や､びらとり農協へ補助したトマト選別機械の整 
備費で金額が膨らんだ｡次いで､日高町の33億9,500万 
円｡日勝峠などの災害復旧が全体の3分の1ほどを占め、 
日高国保診療所や門別わかば保育所の改築も影響した。 
16年度末に災害復旧を大量発注した様似町は54.7%、 
公住や子育て支援住宅などが増えた浦河町は14.7%、 
えりも漁協の庶野支所改築費を補助したえりも町は 
2.6%､それぞれ執行額が増加している｡一方､新ひだか 
町と新冠町は前年度を下回り､新ひだか町は総合町民 
センター建設の完了に伴って24.7%の減少となった｡ 

 
 
（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

 執行額 前年度比 

日 高 町 3,395 2.1倍 

平 取 町 3,937 145.9% 

新 冠 町 378 85.7% 

新ひだか町 2,375 75.3% 

浦 河 町 1,614 114.7% 

様 似 町 996 154.7% 

え り も 町 582 102.6% 

合  計 13,277 125.7% 

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成30年8月現在)                  (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,116 -90 -9 2,589 -21 -6 

日 高 町 11,968 -289 -36 6,214 -90 -16 

新 冠 町 5,581 -32 -12 2,759 19 -4 

新 ひ だ か 町 22,796 -339 -14 11,797 6 -6 

浦 河 町 12,479 -207 4 6,772 -8 -10 

様 似 町 4,355 -92 -2 2,221 -10 3 

え り も 町 4,728 -126 0 2,125 -24 1 

日高地区合計 67,023 -1,175 -69 34,477 -128 -38 

広 尾 町 6,921 -137 -3 3,383 -35 -7 

大 樹 町 5,643 -54 -9 2,749 41 0 

日高･十勝地区合計 79,587 -1,366 -81 40,609 -122 -45 

札 幌 市 1,966,174 3,460 101 952,727 10,247 363 

江 別 市 118,961 87 -57 57,112 750 -6 

石 狩 市 58,393 -263 6 27,547 84 22 

北 広 島 市 58,730 -114 24 27,542 313 25 

恵 庭 市 69,783 265 65 33,224 482 45 

千 歳 市 97,067 349 131 49,299 697 52 

石狩地区合計 2,369,108 3,784 270 1,147,451 12,573 501 

苫 小 牧 市 171,735 -879 -8 88,355 536 62 

厚 真 町 4,671 18 -5 2,181 34 -4 

む か わ 町 8,285 -179 -25 4,311 -30 -4 

胆振地区合計 184,691 -1,040 -38 94,847 540 54 

営業区域合計 2,633,386 1,378 151 1,282,907 12,991 510 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(平成30年8月) 

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 1,144 93,157 -8 3,199 35 64 

月間有効求職者数 629 79,098 28 -2,532 5 -975 

月間有効求人倍率 1.82 1.18 -0.10 0.08 0.04 0.02 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

 

 

３ 建築確認申請(平成30年8月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 6 -7 -3 

(新ひだか町～広尾町) 30/4～30/8 累計 68 5  

(資料出所:各市町村) 

  



７ 

 

 

 
４ 企業倒産状況(平成30年8月)  
                                        （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 0 0 0 0 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 18 156 2 -66   
全   国 694 12,126 55 2,889   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成30年8月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

141,919 4.48 3.38 51,677 3.92 1.45 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                     （単位：枚、百万円、％） 

 30年8月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 211 -15.60 -29.67 

交換金額 378 42.11 15.24 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

   

8月中の気象状況                             (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 19.4 203.0 123.9 -0.5 127.0 90.1 

広   尾 18.2 290.0 90.3 -0.2 124.3 76.1 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(平成30年8月) 

                                             （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 100,327 -0.7 47,887 -4.6 148,214 -2.0 

新ひだか町三石 18,193 -2.3 12,093 2.1 30,286 -0.6 

浦 河 町 60,714 -2.2 26,239 -1.7 86,953 -2.1 

様 似 町 22,107 -9.2 11,292 -7.6 33,399 -8.7 

え り も 町 26,278 -0.7 10,322 0.6 36,600 -0.3 

広 尾 町 31,595 -8.2 14,552 -2.2 46,147 -6.4 

＊ 広尾町は30年7月分                              (資料出所：各町) 
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                   日高振興局からのお知らせ 

 
 
 
 

災害関連の融資制度のごあんない 
 
  道では、胆振東部地震により直接又は間接の被害を受けた中小企業者等の皆様の早期復旧と経営の安定を図 
るための融資制度をご用意しました。 
 
１ 制度の概要 

 制 度 名 
中小企業総合振興資金 経済環境変化対応資金 

経営環境変化対応貸付【災害復旧】 

 

融 資 対 象 者
 （１）道内に事業所を有する中小企業者及び中小企業等協同組合等であって、平成３０年北海道胆振東部地 

震の直接又は間接の被害により、経営に影響を受けているもの 

＜適用地域＞ 道内全市町村 

 

（２）中小企業者信用保険法第２条第５項第４号の規定に基づく「特定中小企業者」であることの認定を受 

けた中小企業者等 

※特定中小企業者の認定は、本社所在地を管轄する市町村長が行い、以下の要件のいずれにも該当す 

ることが必要となります。 

① 指定地域において、事業を1年以上継続しておこなっていること 

② 平成30年北海道胆振東部地震に係る災害の発生に起因して、当該災害の影響を受けた後、原則と 

して最近1ヶ月の売上高等が前年同月に比して20％以上減少しており、かつ、その後2ヶ月を含 

む3ヶ月の売上高等が前年同期比で20％以上減少することが見込まれること 

 

 資 金 使 途 設備資金 運転資金 

 融 資 金 額 ８，０００万円以内 ５，０００万円以内 

 融 資 期 間 １０年以内（据置２年以内） 

 

 融 資 利 率 

 

 固定金利 

 

 変動金利 

年１．０％（融資期間 ５年以内） 

年１．２％（融資期間１０年以内） 

年１．０％（融資期間が３年を超える借入の場合に限る） 

 担保・償還方法  取扱金融機関の定めるところによります。 

 
 
信 用 保 証

 

 

 

 

 

 

 

 すべて信用保証協会の保証付きとする。 

【保証料率】 

（１）一般保証適用の場合 

   経営状況に応じ     年０．４５％～１．９０％（９段階） 

   特別小口保険適用の保証 年０．７２％ 

（２）経営安定関連保証適用の場合 

   普通保険適用の保証   年０．７０％       

   無担保保険適用の保証  年０．６８％       

   特別小口保険適用の保証 年０．４８％ 

 取 扱 期 間  平成３１年３月３１日まで 

取扱金融機関
 
北海道銀行、北洋銀行、道外本店銀行道内支店、商工組合中央金庫、農林中央金庫、信用金庫、信用組合 

※資金使途については、設備資金と運転資金の併用が可能です。（併用時の融資金額は、１企業あたり合計１億３千万
円が限度となります。） 

 
２ お申込み方法 

    借入を希望される場合は、所定の「融資あっせん申込書」に必要な事項を記載し、次の書類を添えて、商工会議所 

・商工会に申し込みしてください。 

  ※金融機関及び保証協会において融資（保証）審査上、別途書類が必要となる場合があります。 
 
３ お問合せ先 

   商工会議所・商工会又は日高振興局商工労働観光課（0146-22-9281）の窓口までお問合せください。 

 

＜指定地域＞ 道内全市町村 

＜指定期間＞ 平成30年 9月 6日～平成30年12月18日 

信用保証協会による 

割引適用後の料率
 

胆振東部地震により被害を受けた中小企業の皆様へ 
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※ 浦河町内で住宅新築・リフォームをお考えの方へお知らせ。 

住宅ローン『特別優遇金利』取扱開始！！ 

●子育て世帯の「住宅新築・リフォーム」を特別優遇金利で応援します！ 

●通常の優遇金利とは別に.０．１０％の特別優遇 

●特別優遇金利適用対象者 

  「浦河町住宅新築リフォーム等支援補助金」の交付対象者の方に、特別優遇金 

利で支援します。 

※ただし、子育て世帯に該当する場合の補助金交付対象世帯とします。 

●特別優遇金利の適用期間 

 《住宅ローン》 

   固定金利特約型を選択の場合、選択した固定金利特約期間（３年・５年・１０ 

年のいずれか）の間とします。 

   《リフォーム・無担保住宅ローン・フリーローン》 

     選択した返済期間の間とします。 
※ 別途、保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料が必要となります。 
※ 優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 

 

※ ひだかしんきん健康サポート預金 
お取扱期間：平成30年8月1日(水)～平成31年7月31日（水） 

健康サポート定期預金 健康サポート定期積金 
お預入金額 1口10万円以上 100万円以内 

 

 

 

 

お預入金額 毎月5,000円以上30,000円以内 

お預入期間 1年（自動継続扱い） ご契約金額 60,000円以上1,800,000円以内 

お預入利率 
スーパー定期預金300万円以下1年も

のの店頭表示利率に0.10％上乗せ 
ご契約期間 １年以上 5年以内 

お預入条件 

新規お預入れのほか、要求性預金 

(普通預金等)、既存定期預金からの 

お預入れも可能です 

お預入利率 店頭表示利率に0.10％上乗せ 

年1回、 
「健康診断」を受けましょう！ 

お預入条件 

新規お預入れのほか、既存定期積金

満期金のご継続商品としてもご利用

いただけます。 

健康で豊かな人生をお送りいただくため、特定健診・健康診断等を受診する方を当金庫がしっかりサポート！ 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日9：00～19：00  

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

  

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2 

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

三井生命札幌共同ビル4階 

 


